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新
年
に
な
り
、
新
し

い
手
帳
に
予
定
を
記
入

し
て
い
て
気
が
つ
い
た
。

４
月
ま
で
は
平
成
31
年

と
印
刷
さ
れ
て
い
る
が
、

５
月
か
ら
は
二
文
字
分
開
け
て
元
年

と
だ
け
印
刷
さ
れ
て
い
た
◆
ま
た
、

５
月
１
日
は
「
メ
ー
デ
ー
」
で
は
な

く
「
即
位
の
日
」
と
書
か
れ
、
祝
日

を
示
す
「
日
の
丸
」
も
印
刷
し
て

あ
っ
た
。
４
月
29
日
の「
昭
和
の
日
」、

30
日
の
「
退
位
の
日
」、そ
し
て
「
即

位
の
日
」
と
み
ん
な
祝
日
の
印
が
付

い
て
い
る
。
休
日
が
増
え
る
の
は
歓

迎
だ
が
、
こ
れ
ら
は
国
民
が
お
祝
い

す
る
よ
う
な
事
項
か
？
（
赤
子
）

あけましてあけまして
　　おめでとうございます　　おめでとうございます
あけまして
　　おめでとうございます

　

昨
年
は
、
全
国
で
自
然
災
害
が
相

次
ぎ
、
北
九
州
市
で
も
豪
雨
に
よ
り

多
く
の
方
が
被
災
さ
れ
ま
し
た
。
組

合
員
・
職
員
の
み
な
さ
ん
も
、
被
害

の
復
旧
、
復
興
に
尽
力
し
た
１
年
で

は
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

　

災
害
後
、
対
策
拡
充
の
方
針
が
示

さ
れ
ま
し
た
が
、
必
要
な
人
材
が
確

保
さ
れ
て
い
る
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

あ
ら
た
め
て
、
市
民
の
生
命
と
財
産
、

福
祉
を
守
る
べ
き
市
役
所
と
し
て
、

必
要
な
人
員
の
確
保
、
自
治
体
業
務

の
在
り
方
を
考
え
る
自
治
研
活
動
を

推
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
国
会
で
は
政
治
の
在
り
方

が
問
わ
れ
る
状
況
が
続
く
一
方
で
、

そ
の
流
れ
を
止
め
る
た
め
、
野
党
共

闘
も
進
展
し
て
い
ま
す
。「
憲
法
改

悪
」
の
発
議
阻
止
、
沖
縄
県
知
事
選

勝
利
な
ど
は
、
そ
の
表
れ
と
言
え
る

で
し
ょ
う
。

　

北
九
州
市
で
も
現
在
市
長
選
挙
が

闘
わ
れ
て
い
ま
す
。
市
民
の
願
い
に

こ
た
え
る
北
九
州
市
役
所
と
す
る
た

め
、
職
場
で
市
政
を
語
り
、
市
政
を

変
え
る
権
利
を
行
使
し
ま
し
ょ
う
。

　

市
職
労
は
今
年
も
組
合
員
・
職
員
、

市
民
の
要
求
実
現
の
た
め
に
全
力
を

挙
げ
て
ま
い
り
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

２０１９．１．１　初日の出

　

北
九
州
市
役
所
で
働
く
皆
さ
ん

北
九
州
市
役
所
で
働
く
皆
さ
ん

　　

あ
け
ま
し
て

あ
け
ま
し
て

　
　
　
　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

執
行
委
員
長　

重
野 

幸
介

2727
日日
市
長
選
挙

あ
な
た
の
思
い
思
い
を
込
め
た

一
票
一
票
を
！

保育所部会

環境部会

要求実現に
向けて！

北九州市職員労働組合
一般評議会

昨年はいろいろとお世話になりました。
病院は独立行政法人化になりますが、
いつも変わらず病院評議会らしさを活
かしつつ猪突猛進突っ走ります。

2019 年 元旦

病院評議会

女性部

一般評議会

水道評議会

市
民
の
願
い
に

市
民
の
願
い
に

　

こ
た
え
る
市
役
所
に

　

こ
た
え
る
市
役
所
に



　

昨
年
配
布
し
ま
し
た
19
春
闘
ア

ン
ケ
ー
ト
に
、
正
規
・
非
正
規
、

多
く
の
み
な
さ
ん
か
ら
ご
協
力
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
中
間
集
計
の

一
部
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
Ｑ　

生
活
実
感
は

　
「
や
や
苦
し
い
」「
か
な
り
苦
し

い
」
を
合
わ
せ
、
５
割
以
上
の
職

員
が
苦
し
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

Ｑ　

あ
な
た
の
収
入
（
年
間
）
は

●
増
え
た　
　
　

20
％

●
変
わ
ら
な
い　

52
％

●
減
っ
た　
　
　

27
％

　

今
年
は
、
ほ
と
ん
ど
の
職
員
が

賃
金
改
定
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

Ｑ　

賃
上
げ
要
求
は
（
月
額
）

●
5
千
円
以
下　

10
％

●
1
万
円　

21
％　

●
2
万
円　

10
％　

●
3
万
円　

20
％　

●
4
万
円　

1
％　

●
5
万
円　

13
％

●
10
万
円
以
上　

6
％

　

加
重
平
均
で
は
、
３
１
，
３
９

４
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ　

仕
事
や
職
場
の
不
満
・
不
安

　
　
　
　
　
　
　
（
上
位
５
項
目
）

①
賃
金
が
安
い　

②
職
場
や
仕
事

が
な
く
な
る
の
で
は　

③
人
手
が

足
り
な
い　

④
退
職
金
が
な
い
・

少
な
い　

⑤
仕
事
が
き
つ
い

　

38
％
の
方
が
「
賃
金
が
安
い
」

と
答
え
て
い
ま
す
。
そ
の
他
に
、

「
正
規
職
員
と
の
賃
金
・
労
働
条

件
の
格
差
」
と
答
え
て
い
る
方
が

多
く
い
ま
す
。

Ｑ　

サ
ー
ビ
ス
残
業
や
不
払
い
は

●
な
い　

66
％

●
10
時
間
未
満　

24
％

●
10
〜
20
時
間　

４
％

Ｑ　

サ
ー
ビ
ス
残
業
が
生
じ
る
理
由

●
短
時
間
の
残
業
だ
か
ら　

38
％

●
申
請
し
づ
ら
い
雰
囲
気　

34
％

●
自
分
の
仕
事
が
遅
い
た
め 

34
％

　

サ
ー
ビ
ス
残
業
に
つ
い
て
、「
時

間
内
で
は
で
き
な
い
」「
残
業
で

き
な
い
た
め
早
朝
出
勤
し
て
い

る
」「
持
ち
帰
る
」
な
ど
の
声
が

あ
が
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ　

職
場
の
人
数
は

●
足
り
て
い
る　

41
％

●
足
り
て
い
な
い　

54
％

　

半
数
以
上
が
足
り
て
い
な
い
と

感
じ
、
昨
年
よ
り
３
ポ
イ
ン
ト
増

え
て
い
ま
す
。

Ｑ　

年
休
取
得
日
数
は

Ｑ　

仕
事
の
や
り
が
い
に
つ
い
て

Ｑ　

職
場
の
改
善
を
望
む
も
の
は

①
賃
金
・
一
時
金
の
引
き
上
げ　

②
人
員
増　

③
非
正
規
雇
用
の
待

遇
改
善
・
正
規
化　

④
年
金
支
給

ま
で
の
雇
用
保
障　

⑤
年
休
取
得

推
進
、
休
暇
増

　
「
賃
金
」「
人
員
不
足
」「
非
正
規

の
待
遇
」
に
対
す
る
不
満
は
、
多

く
の
方
か
ら
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　【
ア
ン
ケ
ー
ト
に
寄
せ
ら
れ
た
声
】

（
正
規
職
員
）

◆
時
短
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
。
ワ
ー
ク

ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
名
を
借
り
た
、

人
件
費
抑
制
だ
と
思
う
。
◆
人
員

減
、
能
力
成
果
主
義
的
な
人
事
管

理
で
職
員
が
潰
さ
れ
そ
う
。
◆
現

在
の
昇
任
試
験
制
度
に
は
疑
問
が

あ
る
。
◆
正
規
職
員
が
足
り
な
い
。

◆
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
た
人
員
配
置

働
く
み
ん
な
の
要
求
・
職
場
ア
ン
ケ
ー
ト

働
く
み
ん
な
の
要
求
・
職
場
ア
ン
ケ
ー
ト

20192019

中間報告
まあまあだ

やや苦しい

かなり苦しい

ゆとり

生活実感は

37%

37%

18%

6%

昨年度の年休取得日数

1%０日
１～５日
６～10日
11～15日
16～20日
21～25日

9%
24%

20%

30%

5%

を
。
◆
子
ど
も
の
介
護
が
あ
り
、

障
害
者
の
家
族
が
働
く
こ
と
の
困

難
を
い
つ
も
感
じ
る
。
ど
ん
な
人

も
働
け
る
よ
う
な
、
そ
れ
を
許
容

で
き
る
職
場
で
あ
っ
て
ほ
し
い
。

◆
退
職
金
の
カ
ッ
ト
、
年
金
支
給

ま
で
の
生
活
と
老
後
の
不
安
。

（
再
任
用
）

◆
一
時
金
の
支
給
率
を
正
規
職
員

と
同
率
に
し
て
ほ
し
い
。
◆
人
員

不
足
。
余
裕
が
な
い
。
◆
短
期
介

護
休
暇
を
増
や
し
て
ほ
し
い
。

（
非
正
規
職
員
）

◆
臨
時
職
員
の
週
休
を
有
給
に
し

て
ほ
し
い
。
◆
賃
金
が
低
い
。

◆
正
規
職
員
と
の
差
が
大
き
い
。

◆
経
験
を
積
ん
で
も
評
価
さ
れ
な

い
。
1
年
目
と
賃
金
が
同
じ
。

◆
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
の
病
休
が

ほ
し
い
。
◆
仕
事
に
必
要
な
資
格

を
取
得
し
て
も
待
遇
に
反
映
さ
れ

な
い
。
◆
臨
職
と
い
う
だ
け
で
職

場
内
で
壁
を
感
じ
る
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
は
、
多

く
の
人
が
収
入
増
に
な
っ
て
い
な

い
事
や
、
人
員
不
足
が
明
ら
か
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
職
労
は
、
最
終
結
果
を
も
と

に
19
春
闘
を
た
た
か
い
ま
す
。

　

要
求
実
現
の
た
め
に
は
、
多
く

の
み
ん
な
の
ち
か
ら
が
必
要
で
す
。

ご
協
力
を
お
願
し
ま
す
。

非常にある

まあまあある

あまりない

まったくない

どちらとも
いえない

仕事のやりがい

27%

52%

9%

4%

4%



催
し
も
の
情
報

―
１
月
―

●
19
日
（
土
）
14
時
～
15
時

　
【
平
和
ネ
ッ
ト
宣
伝
行
動
】

　

リ
バ
ー
ウ
ォ
ー
ク
噴
水
前
広
場

●
27
日
（
日
）

　
【
北
九
州
市
長
選
挙
】

―
２
月
―

●
８
日
（
金
）
18
時
半
～

　
【
北
九
春
闘
共
闘
総
会
・
学
習
会
】

　
　
　

戸
畑
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

●
15
日
（
金
）
～
16
日
（
土
）

　
【
自
治
労
連
第
26
回
共
済
学
校
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
口
県

●
19
日
（
火
）
18
時
～
19
時

　
【
平
和
ネ
ッ
ト
宣
伝
行
動
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
倉
駅

９条の会９条の会
　

19
年
最
初
の
６
・９
行
動
は
、
８

日
の
火
曜
日
の
夕
方
、
小
倉
北
区

の
鴎
外
橋
横
で
行
い
ま
し
た
。「
子

供
た
ち
に
平
和
な
日
本
を
平
和
な

ま
ま
手
渡
し
た
い
と
の
思
い
か
ら
、

30
年
以
上
こ
の
行
動
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
」
と
訴
え
な
が
ら
「
ヒ

ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
の
被
爆
者
が

訴
え
る
国
際
署
名
」
に
取
り
組
み

ま
し
た
。
退
庁
す
る
本
庁
の
職
員

や
お
買
い
物
に
来
ら
れ
た
女
性
の

二
人
連
れ
な
ど
が
「
こ
の
署
名
は

し
な
い
と
」
と
署
名
し
て
く
れ
ま

し
た
。
日
が
暮
れ
る
時
間
も
少
し

ず
つ
遅
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
終

了
す
る
こ
ろ
に
は
日
も
と
っ
ぷ
り

暮
れ
、
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
光

を
た
よ
り
に
最
後
に
男
性
が
署
名

し
て
く
れ
ま
し
た
。
２
月
は
９
日

の
土
曜
日
の
16
時
か
ら
小
倉
の
鴎

外
橋
横
で
行
い
ま
す
。

　

１
月
10
日
北
九
州
地
域
で
春
闘

を
取
り
組
む
「
北
九
州
春
闘
連
絡

会
議
」の
新
春
宣
伝
行
動
が
門
司
・

小
倉
・
戸
畑
・
黒
崎
駅
で
取
り
組

ま
れ
ま
し
た
。

　

全
労
連
は
、
２
０
１
９
国
民
春

闘
を
「
消
費
税
上
げ
る
な
！
賃
金

上
げ
ろ
！
憲
法
変
え
る
な
！
政
治

を
変
え
ろ
！
労
働
者
の
声
で
世
論

を
動
か
す
春
闘
」
を
合
言
葉
に
大

幅
賃
上
げ
や
長
時
間
労
働
是
正
、

改
憲
阻
止
を
目
指
し
、
運
動
の
強

化
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

 

内
部
留
保
の
２
％
で
２
万
円

　

安
倍
政
権
の
も
と
大
企
業
は
、

空
前
の
利
益
を
上
げ
、
内
部
留
保

は
４
４
３
兆
円
と
た
め
込
む
一
方

で
、
労
働
者
の
賃
金
は
実
質
下

が
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
も
内
部
留
保
は
、
20
兆
円

以
上
が
毎
年
積
み
上
げ
ら
れ
て
い

る
こ
と
を
見
れ
ば
、
そ
の
１
％

４
兆
円
を
賃
金
と
し
て
労
働
者
に

還
元
し
て
も
、
企
業
の
経
営
が
悪

化
す
る
と
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。

景
気
回
復
の
た
め
に
も
月
額
２
万

円
以
上
の
引
き
上
げ
が
必
要
で
す
。

 

政
治
を
変
え
て
平
和
を
守
ろ
う

　

安
倍
政
権
は
、
平
和
憲
法
を
踏

み
に
じ
り
、
森
友
・
加
計
問
題
で

は
、
民
主
主
義
を
冒
涜
す
る
行
為

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

社
会
保
障
な
ど
の
国
民
に
切
実

な
財
源
は
、
抑
制
す
る
一
方
で
防

衛
費
だ
け
は
増
え
続
け
５
兆
円
を

は
る
か
に
超
え
て
い
ま
す
。

　

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
に
言
わ
れ
る

ま
ま
に
Ｆ
35
戦
闘
機
を
１
０
０
機

以
上
、
イ
ー
ジ
ス
ア
シ
ョ
ア
（
ミ

サ
イ
ル
防
衛
シ
ス
テ
ム
）
な
ど
で

27
兆
円
も
ア
メ
リ
カ
製
の
兵
器
を

購
入
し
ま
す
。

　

し
か
し
、
沖
縄
県
知
事
選
で
の

勝
利
、
そ
の
後
の
市
町
村
の
首
長

選
挙
で
大
き
な
共
同
が
広
が
り
、

憲
法
改
正
の
国
会
で
の
議
論
に

は
、
歯
止
め
を
か
け
て
い
ま
す
。

　

こ
の
力
を
統
一
地
方
選
そ
し
て

参
議
院
選
挙
で
大
き
く
広
げ
、
労

働
者
の
要
求
が
実
現
で
き
る
政
治

に
変
え
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

 

市
長
選
も
要
求
前
進
の
運
動

　

１
月
27
日
北
九
州
市
長
選
挙
が

あ
り
ま
す
。

　

今
の
市
長
は
、
当
初
「
ハ
ー
ト

フ
ル
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲

げ
、「
採
算
の
取
れ
な
い
大
型
箱

物
へ
の
税
金
投
入
を
止
め
る
。
子

育
て
日
本
一
」
な
ど
の
公
約
で
当

選
し
、
１
期
目
は
、「
生
活
保
護

行
政
の
見
直
し
や
中
学
校
給
食
実

現
」
な
ど
行
い
ま
し
た
が
、
そ
の

後
サ
ッ
カ
ー
場
建
設
、
今
は
下
関
・

北
九
州
道
路
建
設
推
進
と
大
型
開

発
優
先
へ
シ
フ
ト
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
現
状
を
変
え
よ
う
と

早
朝
宣
伝
で
は
、
市
民
に
訴
え
ま

し
た
。

　

足
を
止
め
、
訴
え
を
聞
い
て
く

れ
る
市
民
も
い
て
充
実
し
た
行
動

と
な
り
ま
し
た
。

　

小倉駅前での新春宣伝行動

START

駅
頭
で
早
朝
宣
伝

日 時 １月 30日（水）
 　18時 15分～
場 所  市立生涯学習総合センター

中央委員会
第389回

春
闘
始
動



　

今
年
は
平
成
か
ら
新
元
号
に

変
わ
る
節
目
の
年
で
す
。
こ
の

機
に
生
活
を
見
直
す
の
は
い
い

こ
と
。
豊
か
な
人
生
の
た
め
に
、

『
文
化
・
芸
術
に
親
し
む
』
を

習
慣
に
！

　

新
春
恒
例
、
北
九
州
の
市
民

文
化
鑑
賞
団
体
３
つ
の
ラ
イ
ン

ナ
ッ
プ
を
紹
介
し
ま
す
。

＊
映
画
は
総
合
芸
術
！　

映
サ
＊

　

毎
月
一
本
、
会
員
に
よ
り
選
ん

だ
世
界
各
国
の
映
画
を
、
戸
畑
イ

オ
ン
シ
ネ
マ
と
小
倉
昭
和
館
を
会

場
と
し
て
月
会
費
九
百
円
の
み
で

自
主
上
映
し
て
い
ま
す
。

　

新
春
第
１
弾
の
日
本
映
画
「
ス

プ
リ
ン
グ
、
ハ
ズ
、
カ
ム
」
に
始

ま
り
、
北
九
州
未
公
開
か
ら
不
朽

の
名
作
ま
で
感
動
作
揃
い
！

＊
生
の
音
に
感
動
！　
　

労
音
＊

　

年
５
回
、
戸
畑
市
民
会
館
を
中
心

に
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

今
年
も
可
愛
い
パ
ク
・
キ
ュ
ヒ
、
長
谷

川
き
よ
し
・
錦
織
健
の
人
気
歌
手
、

タ
ン
ゴ
、
二
胡
と
魅
力
的
な
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
揃
い
で
す
。
一
般
チ
ケ
ッ
ト

よ
り
優
先
座
席
＆
割
安
（
月
会
費
の

み
）
の
会
員
が
絶
対
お
得
！

＊
役
者
の
迫
力
！　

市
民
劇
場
＊

　

年
７
回
、
北
九
州
芸
術
劇
場
中

劇
場
で
上
演
し
て
い
ま
す
。
完
全

会
員
制
。
日
本
の
代
表
的
劇
団
＆

名
優
の
最
新
作
を
生
の
迫
力
で
堪

能
し
ま
し
ょ
う
！

　
　

旅
人
に
「
鮎
走
る
吉
野
の
瀧
」

を
想
起
さ
せ
た
「
隼
人
の
湍
門
の

磐
」
の
光
景
と
は
ど
の
よ
う
な
も

の
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

　

現
在
は
「
早
鞆
の
瀬
戸
」
と
呼

び
ま
す
が
「
ハ
ヤ
ト
モ
」
の
「
と

も
」
は
「
巴
」
の
渦
巻
き
を
い

い
、
急
潮
が
渦
巻
く
瀬
戸
を
表
し

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て

い
ま
す
。
旅
人
が「
湍
門
」（
せ
と
）

と
し
た
の
も「
湍
」に
は「
は
や
い
」

「
た
ぎ
る
」「
う
ず
ま
く
」
の
意
が

あ
る
か
ら
で
し
ょ
う
。

　

和
布
刈
の
社
に
大
岩
が
鎮
座
し
、

古
く
か
ら
海
神
が
祀
ら
れ
て
お
り
、

奈
良
時
代
に
は
「
隼
人
社
」
と
呼

ば
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。
門
司
に

「
隼
人
」
が
配
属
さ
れ
て
い
た
と

み
え
ま
す
。
隼
人
が
「
門
司
」
に

配
属
さ
れ
て
い
た
と
い
う
史
料
は

見
当
た
り
ま
せ
ん
が
、
門
司
は
海

陸
の
交
通
の
要
衝
で
あ
り
唐
や
新

羅
か
ら
の
防
衛
上
も
操
船
技
術
に

優
れ
た
「
阿
多
隼
人
」
が
「
門
司
」

に
配
置
さ
れ
た
と
し
て
も
不
思
議

で
は
な
い
で
し
ょ
う
。

　

阿
多
（
吾
田
）
は
薩
摩
半
島
南

部
に
あ
り
、
古
代
に
お
い
て
は
吹

上
浜
の
内
陸
部
が
広
い
「
潟
湖
」

門
司
の
歴
史
シ
リ
ー
ズ

門
司
の
歴
史
シ
リ
ー
ズ
＊＊
古
代
編

古
代
編  

⑥⑥

文
化
ガ
イ
ド

フ
レ
デ
リ
ッ
ク
の

と
な
っ
て
い
て
、
海
人
族
の
根
拠

地
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
弥
生
時

代
に
は
、
阿
多
の
海
人
族
は
南
海

産
の
貝
を
腕
輪
に
加
工
し
て
九
州

北
部
か
ら
山
陰
地
方
の
国
々
と
海

上
ル
ー
ト
を
通
じ
て
交
易
し
て
い

た
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

　

日
本
書
紀　

持
統
３
年
（
６
８

９
年
）
に
筑
紫
大
宰
（
大
宰
府
の

前
身
）
が
１
７
４
人
の
隼
人
を
献

上
し
た
と
あ
り
、
支
配
下
に
置
い

た
「
隼
人
」
を
「
門
司
」
に
配
置

し
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。「
隼
人
」

に
は
呪
力
が
あ
る
と
さ
れ
て
、
交

通
の
要
衝
に
置
か
れ
た
屯
倉
に
配

置
さ
れ
た
「
隼
人
」
に
は
呪
能
者

と
し
て
、
そ
の
土
地
の
鎮
魂
が
期

待
さ
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

和
布
刈
の
「
社
」
の
祭
祀
（
神
主
）

に
「
隼
人
」
が
充
て
ら
れ
た
と
考

え
て
い
ま
す
。　
　
　

つ
づ
く

海神が祀られている和布刈の社

　

今
年
も
継
続
手
続
き
の
時
期
が

や
っ
て
き
ま
し
た
。
用
紙
は
お
手

元
に
届
き
ま
し
た
で
し
ょ
う
か
？

締
め
切
り
日
が
、
1
月
31
日
な
の

で
、
ま
だ
先
と
思
っ
て
い
ま
せ
ん

か
？
こ
れ
は
、
最
終
締
め
切
り
日

な
の
で
、
お
早
目
の
提
出
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

変
更
の
な
い
方
は
、
継
続
に
○

を
し
て
、
印
鑑
を
４
ケ
所
・
申
込

日
を
記
入
し
て
下
さ
い
。
変
更
の

あ
る
方
は
、
裏
面
の
チ
ェ
ッ
ク

シ
ー
ト
の
記
入
を
忘
れ
な
い
で
下

さ
い
。

　

昨
年
再
任
用
さ
れ
た
方
は
、
保

障
内
容
を
変
更
し
な
い
と
い
け
ま

せ
ん
。
そ
の
際
は
、裏
面
の
チ
ェ
ッ

ク
シ
ー
ト
の
記
入
が
必
要
に
な
り

ま
す
。

　

退
職
さ
れ
る
方
で
も
、
再
任
用

又
は
嘱
託
等
で
働
く
方
は
、
そ
の

ま
ま
の
保
障
内
容
で
継
続
で
き
ま

す
。
完
全
退
職
さ
れ
る
方
は
、
80

歳
ま
で
保
障
の
シ
ニ
ア
共
済
が
お

勧
め
で
す
。
火
災
共
済
は
、
退
職

後
も
ず
っ
と
加
入
で
き
ま
す
の

で
、
引
き
続
き

加
入
を
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

自
治
労
連
共
済（
組
合
の
保
険
）

北九州映画サークル　 561-1784

月会費　900（中高500）円／入会金600円
２月 ブランカとギター弾き 2015年 イタリア
3月 ロープ／戦場の生命線 2016年 スペイン
4月 ナチュラルウーマン 2017年 チリ他
5月 大いなる幻影 1937年 フランス
6月 500ページの夢の束 2017年 アメリカ
7月 野球部員、演劇の舞台に立つ！ 2017年 日本
北九州労音 571-0227

月会費　1800（中高800）円／入会金1000円
3/ 3 朴葵姫（パク・キュヒ)　ギター・リサイタル
5/26 長谷川きよし＆パトリック・ヌジェ
7/26 錦織 健　テノール・リサイタル
10/5 トリオ・ロス・ファンダンゴス（タンゴ）
12/5 許可（シュイ・クウ） 二胡リサイタル
北九州市民劇場 541-0075

月会費　2300（中高1000）円／入会金2000円
３月 喝采 加藤健一事務所
４月 裏長屋騒動記 前進座
５月 夏・南方のローマンス 劇団民藝
７月 木の上の軍隊 こまつ座
８月 旅立つ家族 文化座
10月 八月の人魚たち テアトル・エコー
11月 怪談 牡丹燈篭 文学座


